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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パーソナルオーディオシステムであって、
　第１のオーディオ信号を再現するための第１のイヤースピーカであって、前記第１のオ
ーディオ信号は、聴取者への再生のための第１のソースオーディオと、前記第１のイヤー
スピーカの音響出力内の周囲オーディオ音の影響を打ち消すための第１の反雑音信号との
両方を含む、第１のイヤースピーカと、
　第２のオーディオ信号を再現するための第２のイヤースピーであって、前記第２のオー
ディオ信号は、聴取者への再生のための第２のソースオーディオと、前記第２のイヤース
ピーカの音響出力内の周囲オーディオ音の影響を打ち消すための第２の反雑音信号との両
方を含む、第２のイヤースピーと、
　前記周囲オーディオ音を示す少なくとも１つのマイクロホン信号を提供するための少な
くとも１つのマイクロホンと、
　前記少なくとも１つのマイクロホン信号に従って、第１の適応フィルタを使用して、前
記第１の反雑音信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させ、前記第１の
イヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させる処理回路であって、前
記処理回路は、前記少なくとも１つのマイクロホン信号に従って、第２の適応フィルタを
使用して、前記第２の反雑音信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させ
、前記第２のイヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させ、前記処理
回路は、前記第１のイヤースピーカと前記聴取者の耳との間の第１の結合度を決定し、前
記第２のイヤースピーカと前記聴取者の別の耳との間の第２の結合度を決定し、前記処理
回路は、前記第１の反雑音信号および前記第２の反雑音信号を発生させ続ける間に、前記
第１のイヤースピーカが前記聴取者の耳にゆるく結合されていることを前記第１の結合度
が示すこと、または、前記第２のイヤースピーカが前記聴取者の別の耳にゆるく結合され
ていることを前記第２の結合度が示すことを検出することに応答して、前記第１の適応フ
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ィルタと前記第２の適応フィルタとの両方の係数の更新を停止させる、処理回路と
　を備えている、パーソナルオーディオシステム。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのマイクロホンは、前記第１のイヤースピーカの筐体上に搭載され
た第１のマイクロホンと、前記第２のイヤースピーカの筐体上に搭載された第２のマイク
ロホンとを備え、前記処理回路は、前記第１の反雑音信号を前記第１のマイクロホンから
発生させ、前記処理回路は、前記第２の反雑音信号を前記第２のマイクロホンから発生さ
せる、請求項１に記載のパーソナルオーディオシステム。
【請求項３】
　前記処理回路は、前記第１のイヤースピーカが前記聴取者の耳にゆるく結合されている
ことを前記第１の結合度が示すことを検出することに応答して、前記第２の適応フィルタ
の応答の利得をさらに低減させる、請求項１に記載のパーソナルオーディオシステム。
【請求項４】
　前記処理回路は、前記第１の適応フィルタを含む第１のオーディオ経路および前記第２
の適応フィルタを含む第２のオーディオ経路におけるクリッピングを検出し、前記処理回
路は、前記第１のオーディオ経路または前記第２のオーディオ経路のいずれかにおけるク
リッピングを検出することに応答して、前記第１の適応フィルタおよび前記第２の適応フ
ィルタの両方の適応に関する措置を講じる、請求項１に記載のパーソナルオーディオシス
テム。
【請求項５】
　前記処理回路は、前記第１のオーディオ経路におけるクリッピングを検出することに応
答して、前記第１の適応フィルタに関する措置を講じるより長い期間の間の前記第２の適
応フィルタに関する措置を講じる、請求項４に記載のパーソナルオーディオシステム。
【請求項６】
　前記処理回路は、前記第１のマイクロホンに到達した前記周囲オーディオ音が所定の振
幅閾値を超えたことを検出し、周囲オーディオ音が前記所定の振幅閾値を超えたことを検
出することに応答して、前記処理回路は、前記第１の適応フィルタおよび前記第２の適応
フィルタの両方の適応を停止させる、請求項１に記載のパーソナルオーディオシステム。
【請求項７】
　前記処理回路は、前記第１のイヤースピーカの第１の筐体上のスクラッチ音または前記
第１のイヤースピーカにおける風雑音を検出し、前記第２のイヤースピーカの第２の筐体
上のスクラッチ音または前記第２のイヤースピーカにおける風雑音を検出せず、前記第１
のイヤースピーカの前記第１の筐体上のスクラッチ音または前記第１のイヤースピーカに
おける風雑音を検出することに応答して、前記第１の反雑音信号をミュートし、前記第１
の適応フィルタの適応を停止させ、前記第２の反雑音信号をミュートしない、請求項１に
記載のパーソナルオーディオシステム。
【請求項８】
　前記処理回路は、前記第１のイヤースピーカの第１の筐体上のスクラッチ音または前記
第１のイヤースピーカにおける風雑音を検出することに応答して、前記第２の適応フィル
タの利得を低減させる、請求項７に記載のパーソナルオーディオシステム。
【請求項９】
　パーソナルオーディオシステムによって周囲オーディオ音の影響を打ち消す方法であっ
て、前記方法は、
　第１のイヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させるために、少な
くとも１つのマイクロホン信号に従って、第１の適応フィルタを使用して、第１の反雑音
信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させる第１の発生させることと、
　第２のイヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させるために、前記
少なくとも１つのマイクロホン信号に従って、第２の適応フィルタを使用して、第２の反
雑音信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させる第２の発生させること
と、
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　前記第１のイヤースピーカと聴取者の耳との間の第１の結合度を決定することと、
　前記第２のイヤースピーカと前記聴取者の別の耳との間の第２の結合度を決定すること
と、
　前記第１の発生させることおよび前記第２の発生させることを続ける間に、前記第１の
イヤースピーカが前記聴取者の耳にゆるく結合されていることを前記第１の結合度が示す
こと、または、前記第２のイヤースピーカが前記聴取者の別の耳にゆるく結合されている
ことを前記第２の結合度が示すことを検出することに応答して、前記第１の適応フィルタ
と前記第２の適応フィルタとの両方の係数の更新を停止させることと
　を含む、方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのマイクロホンは、前記第１のイヤースピーカの筐体上に搭載され
た第１のマイクロホンと、前記第２のイヤースピーカの筐体上に搭載された第２のマイク
ロホンとを備え、前記第１の発生させることは、前記第１の反雑音信号を前記第１のマイ
クロホンから発生させ、前記第２の発生させることは、前記第２の反雑音信号を前記第２
のマイクロホンから発生させる、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のイヤースピーカが前記聴取者の耳にゆるく結合されていることを前記第１の
結合度が示すことを検出することに応答して、前記第２の適応フィルタの応答の利得を低
減させることをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の適応フィルタを含む第１のオーディオ経路および前記第２の適応フィルタを
含む第２のオーディオ経路におけるクリッピングを検出することをさらに含み、前記第１
のオーディオ経路または前記第２のオーディオ経路のいずれかにおけるクリッピングを検
出することに応答して、前記第１の適応フィルタおよび前記第２の適応フィルタの両方の
適応に関する措置を講じることをさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記更新を停止させることは、前記第１のオーディオ経路におけるクリッピングを検出
することに応答して、前記第１の適応フィルタの係数の更新を停止させるより長い期間の
間、前記第２の適応フィルタの係数の更新を停止させる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記検出することは、前記第１のマイクロホンに到達した前記周囲オーディオ音が所定
の振幅閾値を超えたことを検出し、前記方法は、周囲オーディオ音が前記所定の振幅閾値
を超えたことを検出することに応答して、前記第１の適応フィルタおよび前記第２の適応
フィルタ両方の適応を停止させることをさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のイヤースピーカの第１の筐体上のスクラッチ音または前記第１のイヤースピ
ーカにおける風雑音を検出し、前記第２のイヤースピーカの第２の筐体上のスクラッチ音
または前記第２のイヤースピーカにおける風雑音を検出しないことをさらに含み、前記第
１のイヤースピーカの前記第１の筐体上のスクラッチ音または前記第１のイヤースピーカ
における風雑音を検出することに応答して、前記第１の反雑音信号をミュートし、前記第
１の適応フィルタの適応を停止させる一方、前記第２の反雑音信号をミュートしないこと
をさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のイヤースピーカの前記第１の筐体上のスクラッチ音または前記第１のイヤー
スピーカにおける風雑音を検出することに応答して、前記第２の適応フィルタの利得を低
減させることをさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　パーソナルオーディオシステムの少なくとも一部を実装するための集積回路であって、
　第１の出力信号を第１のイヤースピーカに提供するための第１の出力であって、前記第
１の出力信号は、聴取者への再生のための第１のソースオーディオと、前記第１のイヤー
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スピーカの第１の音響出力内の周囲オーディオ音の影響を打ち消すための第１の反雑音信
号との両方を含む、第１の出力と、
　第２の出力信号を第２のイヤースピーカに提供するための第２の出力であって、前記第
２の出力信号は、聴取者への再生のための第２のソースオーディオと、前記第２のイヤー
スピーカの第２の音響出力内の前記周囲オーディオ音の影響を打ち消すための第２の反雑
音信号との両方を含む、第２の出力と、
　前記周囲オーディオ音を示す少なくとも１つのマイクロホン信号を受信するための少な
くとも１つのマイクロホン入力と、
　前記少なくとも１つのマイクロホン信号に従って、第１の適応フィルタを使用して、前
記第１の反雑音信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させ、前記第１の
イヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させる処理回路であって、前
記処理回路は、前記少なくとも１つのマイクロホン信号に従って、第２の適応フィルタを
使用して、前記第２の反雑音信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させ
、前記第２のイヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させ、前記処理
回路は、前記第１のイヤースピーカと前記聴取者の耳との間の第１の結合度を決定し、前
記第２のイヤースピーカと前記聴取者の別の耳との間の第２の結合度を決定し、前記処理
回路は、前記第１の反雑音信号および前記第２の反雑音信号を発生させ続ける間に、前記
第１のイヤースピーカが前記聴取者の耳にゆるく結合されていることを前記第１の結合度
が示すこと、または、前記第２のイヤースピーカが前記聴取者の別の耳にゆるく結合され
ていることを前記第２の結合度が示すことを検出することに応答して、前記第１の適応フ
ィルタと前記第２の適応フィルタとの両方の係数の更新を停止させる、処理回路と
　を備えている、集積回路。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのマイクロホン信号は、第１のイヤースピーカの筐体上に搭載され
た第１のマイクロホンから提供される第１のマイクロホン信号および第２のイヤースピー
カの筐体上に搭載された第２のマイクロホンから提供される第２のマイクロホン信号を備
え、前記処理回路は、前記第１の反雑音信号を前記第１のマイクロホン信号から発生させ
、前記処理回路は、前記第２の反雑音信号を前記第２のマイクロホン信号から発生させる
、請求項１７に記載の集積回路。
【請求項１９】
　前記処理回路は、前記第１のイヤースピーカが前記聴取者の耳にゆるく結合されている
ことを前記第１の結合度が示すことを検出することに応答して、前記第２の適応フィルタ
の応答の利得をさらに低減させる、請求項１７に記載の集積回路。
【請求項２０】
　前記処理回路は、前記第１の適応フィルタを含む第１のオーディオ経路および前記第２
の適応フィルタを含む第２のオーディオ経路におけるクリッピングを検出し、前記処理回
路は、前記第１のオーディオ経路または前記第２のオーディオ経路のいずれかにおけるク
リッピングを検出することに応答して、前記第１の適応フィルタおよび前記第２の適応フ
ィルタの両方の適応に関する措置を講じる、請求項１７に記載の集積回路。
【請求項２１】
　前記処理回路は、前記第１のオーディオ経路におけるクリッピングを検出することに応
答して、前記第１の適応フィルタに関する措置を講じるより長い期間の間の前記第２の適
応フィルタに関する措置を講じる、請求項２０に記載の集積回路。
【請求項２２】
　前記処理回路は、前記第１のマイクロホンに到達した前記周囲オーディオ音が所定の振
幅閾値を超えたことを検出し、周囲オーディオ音が前記所定の振幅閾値を超えたことを検
出することに応答して、前記処理回路は、前記第１の適応フィルタおよび前記第２の適応
フィルタの両方の適応を停止させる、請求項１７に記載の集積回路。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのマイクロホン信号は、第１のイヤースピーカの筐体上に搭載され
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た第１のマイクロホンから提供される第１のマイクロホン信号および第２のイヤースピー
カの筐体上に搭載された第２のマイクロホンから提供される第２のマイクロホン信号を備
え、前記処理回路は、前記第１のマイクロホン信号内のスクラッチ音または風雑音を検出
し、前記第２のマイクロホン信号内のスクラッチ音または風雑音を検出せず、前記第１の
マイクロホン信号内のスクラッチ音または風雑音を検出することに応答して、前記第１の
反雑音信号をミュートし、前記第１の適応フィルタの適応を停止させ、前記第２の反雑音
信号をミュートしない、請求項１７に記載の集積回路。
【請求項２４】
　前記処理回路は、前記第１のマイクロホン信号内のスクラッチ音または風雑音を検出す
ることに応答して、前記第２の適応フィルタの利得を低減させる、請求項２３に記載の集
積回路。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の前述ならびに他の目的、特徴、および利点は、付随の図面に図示されるように
、本発明の好ましい実施形態の以下のより具体的説明から明白となるであろう。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　パーソナルオーディオシステムであって、
　第１のオーディオ信号を再現するための第１のイヤースピーカであって、前記第１のオ
ーディオ信号は、聴取者への再生のための第１のソースオーディオと、前記第１のイヤー
スピーカの音響出力内の周囲オーディオ音の影響を打ち消すための第１の反雑音信号との
両方を含む、第１のイヤースピーカと、
　第２のオーディオ信号を再現するための第２のイヤースピーであって、前記第２のオー
ディオ信号は、聴取者への再生のための第２のソースオーディオと、前記第２のイヤース
ピーカの音響出力内の周囲オーディオ音の影響を打ち消すための第２の反雑音信号との両
方を含む、第２のイヤースピーと、
前記周囲オーディオ音を示す少なくとも１つのマイクロホン信号を提供するための少なく
とも１つのマイクロホンと、
　前記少なくとも１つのマイクロホン信号に従って、第１の適応フィルタを使用して、前
記第１の反雑音信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させ、前記第１の
イヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させる処理回路であって、前
記処理回路は、前記少なくとも１つのマイクロホン信号に従って、第２の適応フィルタを
使用して、前記第２の反雑音信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させ
、前記第２のイヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させ、前記処理
回路は、前記第１の適応フィルタの適応に関する措置を要求する事象を検出することに応
答して、前記第２の適応フィルタの適応に関して措置がさらに講じられるように、前記第
１の適応フィルタおよび前記第２の適応フィルタの適応を管理する、処理回路と
　を備えている、システム。
（項目２）
　前記少なくとも１つのマイクロホンは、前記第１のイヤースピーカの筐体上に搭載され
た第１のマイクロホンと、前記第２のイヤースピーカの筐体上に搭載された第２のマイク
ロホンとを備え、前記処理回路は、前記第１の反雑音信号を前記第１のマイクロホンから
発生させ、前記処理回路は、前記第２の反雑音信号を前記第２のマイクロホンから発生さ
せる、項目１に記載のパーソナルオーディオシステム。
（項目３）
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　前記処理回路は、前記第１のイヤースピーカと前記聴取者の耳との間の第１の結合度を
決定し、前記第２のイヤースピーカと前記聴取者の別の耳との間の第２の結合度を決定し
、前記処理回路は、前記第１のイヤースピーカが前記聴取者の耳にゆるく結合されている
ことを前記第１の結合度が示すことを検出することに応答して、前記第２の適応フィルタ
の適応を停止させる、項目１に記載のパーソナルオーディオシステム。
（項目４）
　前記処理回路は、前記第１のイヤースピーカが前記聴取者の耳にゆるく結合されている
ことを前記第１の結合度が示すことを検出することに応答して、前記第２の適応フィルタ
の応答の利得をさらに低減させる、項目３に記載のパーソナルオーディオシステム。
（項目５）
　前記処理回路は、前記第１の適応フィルタを含む第１のオーディオ経路および前記第２
の適応フィルタを含む第２のオーディオ経路におけるクリッピングを検出し、前記処理回
路は、前記第１のオーディオ経路または前記第２のオーディオ経路のいずれかにおけるク
リッピングを検出することに応答して、前記第１の適応フィルタおよび前記第２の適応フ
ィルタの両方の適応に関する措置を講じる、項目１に記載のパーソナルオーディオシステ
ム。
（項目６）
　前記処理回路は、前記第１のオーディオ経路におけるクリッピングを検出することに応
答して、前記第１の適応フィルタに関する措置を講じるより長い期間の間の前記第２の適
応フィルタに関する措置を講じる、項目５に記載のパーソナルオーディオシステム。
（項目７）
　前記処理回路は、前記第１のマイクロホンに到達した前記周囲オーディオ音が所定の振
幅閾値を超えたことを検出し、周囲オーディオ音が前記所定の振幅閾値を超えたことを検
出することに応答して、前記処理回路は、前記第１の適応フィルタおよび前記第２の適応
フィルタの両方の適応を停止させる、項目１に記載のパーソナルオーディオシステム。
（項目８）
　前記処理回路は、前記第１のイヤースピーカの第１の筐体上のスクラッチ音または前記
第１のイヤースピーカにおける風雑音を検出し、前記第２のイヤースピーカの第２の筐体
上のスクラッチ音または前記第２のイヤースピーカにおける風雑音を検出せず、前記第１
のイヤースピーカの前記第１の筐体上のスクラッチ音または前記第１のイヤースピーカに
おける風雑音を検出することに応答して、前記第１の反雑音信号をミュートし、前記第１
の適応フィルタの適応を停止させ、前記第２の反雑音信号をミュートしない、項目１に記
載のパーソナルオーディオシステム。
（項目９）
　前記処理回路は、前記第１のイヤースピーカの第１の筐体上のスクラッチ音または前記
第１のイヤースピーカにおける風雑音を検出することに応答して、前記第２の適応フィル
タの利得を低減させる、項目８に記載のパーソナルオーディオシステム。
（項目１０）
　パーソナルオーディオシステムによって周囲オーディオ音の影響を打ち消す方法であっ
て、前記方法は、
　第１のイヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させるために、少な
くとも１つのマイクロホン信号に従って、第１の適応フィルタを使用して、第１の反雑音
信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させる第１の発生させることと、
　第２のイヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させるために、前記
少なくとも１つのマイクロホン信号に従って、第２の適応フィルタを使用して、第２の反
雑音信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させる第２の発生させること
と、
　前記第１の適応フィルタの適応に関する措置を要求する事象を検出することに応答して
、前記第２の適応フィルタの適応に関する措置を講じることと
　を含む、方法。
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（項目１１）
　前記少なくとも１つのマイクロホンは、前記第１のイヤースピーカの筐体上に搭載され
た第１のマイクロホンと、前記第２のイヤースピーカの筐体上に搭載された第２のマイク
ロホンとを備え、前記第１の発生させることは、前記第１の反雑音信号を前記第１のマイ
クロホンから発生させ、前記第２の発生させることは、前記第２の反雑音信号を前記第２
のマイクロホンから発生させる、項目１０に記載の方法。
（項目１２）
　前記第１のイヤースピーカと前記聴取者の耳との間の第１の結合度を決定することと、
　前記第２のイヤースピーカと前記聴取者の別の耳との間の第２の結合度を決定すること
と
　をさらに含み、前記措置を講じることは、前記第１のイヤースピーカが前記聴取者の耳
にゆるく結合されていることを前記第１の結合度が示すことを検出することに応答して、
前記第２の適応フィルタの適応を停止させることを含む、ことと
　項目１０に記載の方法。
（項目１３）
　前記措置を講じることは、前記第１のイヤースピーカが前記聴取者の耳にゆるく結合さ
れていることを前記第１の結合度が示すことを検出することに応答して、前記第２の適応
フィルタの応答の利得をさらに低減させることを含む、項目１２に記載の方法。
（項目１４）
　前記第１の適応フィルタを含む第１のオーディオ経路および前記第２の適応フィルタを
含む第２のオーディオ経路におけるクリッピングを検出することをさらに含み、前記措置
を講じることは、前記第１のオーディオ経路または前記第２のオーディオ経路のいずれか
におけるクリッピングを検出することに応答して、前記第１の適応フィルタおよび前記第
２の適応フィルタの両方の適応に関する措置を講じることを含む、項目１０に記載の方法
。
（項目１５）
　前記第２の適応フィルタに関する措置を講じることは、前記第１のオーディオ経路にお
けるクリッピングを検出することに応答して、前記第１の適応フィルタに関する措置を講
じることより長い期間の間、行なわれる、項目１４に記載の方法。
（項目１６）
　前記検出することは、前記第１のマイクロホンに到達した前記周囲オーディオ音が所定
の振幅閾値を超えたことを検出し、前記措置を講じることは、周囲オーディオ音が前記所
定の振幅閾値を超えたことを検出することに応答して、前記第１の適応フィルタおよび前
記第２の適応フィルタ両方の適応を停止させることを含む、項目１０に記載の方法。
（項目１７）
　前記第１のイヤースピーカの第１の筐体上のスクラッチ音または前記第１のイヤースピ
ーカにおける風雑音を検出し、前記第２のイヤースピーカの第２の筐体上のスクラッチ音
または前記第２のイヤースピーカにおける風雑音を検出しないことをさらに含み、前記措
置を講じることは、前記第１のイヤースピーカの前記第１の筐体上のスクラッチ音または
前記第１のイヤースピーカにおける風雑音を検出することに応答して、前記第１の反雑音
信号をミュートし、前記第１の適応フィルタの適応を停止させる一方、前記第２の反雑音
信号をミュートしないことを含む、項目１０に記載の方法。
（項目１８）
　前記措置を講じることは、前記第１のイヤースピーカの前記第１の筐体上のスクラッチ
音または前記第１のイヤースピーカにおける風雑音を検出することに応答して、前記第２
の適応フィルタの利得を低減することを含む、項目１７に記載の方法。
（項目１９）
　パーソナルオーディオシステムの少なくとも一部を実装するための集積回路であって、
　第１の出力信号を第１のイヤースピーカに提供するための第１の出力であって、前記第
１の出力信号は、聴取者への再生のための第１のソースオーディオと、前記第１のイヤー



(8) JP 2015-519602 A5 2016.3.17

スピーカの第１の音響出力内の周囲オーディオ音の影響を打ち消すための第１の反雑音信
号との両方を含む、第１の出力と、
　第２の出力信号を第２のイヤースピーカに提供するための第２の出力であって、前記第
２の出力信号は、聴取者への再生のための第２のソースオーディオと、前記第２のイヤー
スピーカの第２の音響出力内の前記周囲オーディオ音の影響を打ち消すための第２の反雑
音信号との両方を含む、第２の出力と、
　前記周囲オーディオ音を示す少なくとも１つのマイクロホン信号を受信するための少な
くとも１つのマイクロホン入力と、
　前記少なくとも１つのマイクロホン信号に従って、第１の適応フィルタを使用して、前
記第１の反雑音信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させ、前記第１の
イヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させる処理回路であって、前
記処理回路は、前記少なくとも１つのマイクロホン信号に従って、第２の適応フィルタを
使用して、前記第２の反雑音信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させ
、前記第２のイヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させ、前記処理
回路は、前記第１の適応フィルタの適応に関する措置を要求する事象を検出することに応
答して、前記第２の適応フィルタの適応に関して措置がさらに講じられるように、前記第
１の適応フィルタおよび前記第２の適応フィルタの適応を管理する、処理回路と
　を備えている、集積回路。
（項目２０）
　前記少なくとも１つのマイクロホン信号は、第１のイヤースピーカの筐体上に搭載され
た第１のマイクロホンから提供される第１のマイクロホン信号および第２のイヤースピー
カの筐体上に搭載された第２のマイクロホンから提供される第２のマイクロホン信号を備
え、前記処理回路は、前記第１の反雑音信号を前記第１のマイクロホン信号から発生させ
、前記処理回路は、前記第２の反雑音信号を前記第２のマイクロホン信号から発生させる
、項目１９に記載の集積回路。
（項目２１）
　前記処理回路は、前記第１のイヤースピーカと前記聴取者の耳との間の第１の結合度を
決定し、かつ、前記第２のイヤースピーカと前記聴取者の別の耳との間の第２の結合度を
決定し、前記処理回路は、前記第１のイヤースピーカが前記聴取者の耳にゆるく結合され
ていることを前記第１の結合度が示すことを検出することに応答して、前記第２の適応フ
ィルタの適応を停止させる、項目２０に記載の集積回路。
（項目２２）
　前記処理回路は、前記第１のイヤースピーカが前記聴取者の耳にゆるく結合されている
ことを前記第１の結合度が示すことを検出することに応答して、前記第２の適応フィルタ
の応答の利得をさらに低減させる、項目２１に記載の集積回路。
（項目２３）
　前記処理回路は、前記第１の適応フィルタを含む第１のオーディオ経路および前記第２
の適応フィルタを含む第２のオーディオ経路におけるクリッピングを検出し、前記処理回
路は、前記第１のオーディオ経路または前記第２のオーディオ経路のいずれかにおけるク
リッピングを検出することに応答して、前記第１の適応フィルタおよび前記第２の適応フ
ィルタの両方の適応に関する措置を講じる、項目１９に記載の集積回路。
（項目２４）
　前記処理回路は、前記第１のオーディオ経路におけるクリッピングを検出することに応
答して、前記第１の適応フィルタに関する措置を講じるより長い期間の間の前記第２の適
応フィルタに関する措置を講じる、項目２３に記載の集積回路。
（項目２５）
　前記処理回路は、前記第１のマイクロホンに到達した前記周囲オーディオ音が所定の振
幅閾値を超えたことを検出し、周囲オーディオ音が前記所定の振幅閾値を超えたことを検
出することに応答して、前記処理回路は、前記第１の適応フィルタおよび前記第２の適応
フィルタの両方の適応を停止させる、項目１９に記載の集積回路。
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（項目２６）
　前記少なくとも１つのマイクロホン信号は、第１のイヤースピーカの筐体上に搭載され
た第１のマイクロホンから提供される第１のマイクロホン信号および第２のイヤースピー
カの筐体上に搭載された第２のマイクロホンから提供される第２のマイクロホン信号を備
え、前記処理回路は、前記第１のマイクロホン信号内のスクラッチ音または風雑音を検出
し、前記第２のマイクロホン信号内のスクラッチ音または風雑音を検出せず、前記第１の
マイクロホン信号内のスクラッチ音または風雑音を検出することに応答して、前記第１の
反雑音信号をミュートし、前記第１の適応フィルタの適応を停止させ、前記第２の反雑音
信号をミュートしない、項目１９に記載の集積回路。
（項目２７）
　前記処理回路は、前記第１のマイクロホン信号内のスクラッチ音または風雑音を検出す
ることに応答して、前記第２の適応フィルタの利得を低減させる、項目２６に記載の集積
回路。
（項目２８）
　パーソナルオーディオシステムであって、
　第１のオーディオ信号を再現するための第１のイヤースピーカであって、前記第１のオ
ーディオ信号は、聴取者への再生のための第１のソースオーディオと、前記第１のイヤー
スピーカの音響出力内の周囲オーディオ音の影響を打ち消すための第１の反雑音信号との
両方を含み、前記第１のイヤースピーカは、第１のマイクロホン信号を発生させるために
、前記第１のイヤースピーカの筐体上に搭載された第１のマイクロホンを含む、第１のイ
ヤースピーカと、
　第２のオーディオ信号を再現するための第２のイヤースピーカであって、前記第２のオ
ーディオ信号は、聴取者への再生のための第２のソースオーディオと、前記第２のイヤー
スピーカの音響出力内の周囲オーディオ音の影響を打ち消すための第２の反雑音信号との
両方を含み、前記第２のイヤースピーカは、第２のマイクロホン信号を発生させるために
、前記第２のイヤースピーカの筐体上に搭載された第２のマイクロホンを含む、第２のイ
ヤースピーカと、
　前記聴取者の音声を示す発話マイクロホン信号を発生させるための発話マイクロホンと
、
　第１の適応フィルタを使用して、前記第１のマイクロホン信号に従って、前記第１の反
雑音信号を前記第１のマイクロホン信号から発生させ、前記第１のイヤースピーカにおけ
る前記周囲オーディオ音の存在を低減させる処理回路であって、前記処理回路は、第２の
適応フィルタを使用して、前記第２のマイクロホン信号に従って、前記第２の反雑音信号
を前記第２のマイクロホン信号から発生させ、前記第２のイヤースピーカにおける前記周
囲オーディオ音の存在を低減させ、前記処理回路は、前記第１のマイクロホン信号および
前記第２のマイクロホン信号をさらに使用して、前記発話マイクロホン信号に関してさら
なる処理を行なう、処理回路と
　を備えている、パーソナルオーディオシステム。
（項目２９）
　前記処理回路は、前記発話マイクロホン信号と併せて前記第１のマイクロホン信号およ
び前記第２のマイクロホン信号を使用し、ビームを形成することにより、前記聴取者の音
声と前記周囲オーディオ音とを区別をする、項目２８に記載のパーソナルオーディオシス
テム。
（項目３０）
　前記処理回路は、前記第１のマイクロホン信号、前記第２のマイクロホン信号、および
前記発話マイクロホン信号を使用して、前記聴取者の音声が存在するときを決定する、項
目２８に記載のパーソナルオーディオシステム。
（項目３１）
　パーソナルオーディオシステムによって周囲オーディオ音の影響を打ち消す方法であっ
て、前記方法は、
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　第１のイヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させるために、少な
くとも１つのマイクロホン信号に従って、第１の適応フィルタを使用して、第１の反雑音
信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させる第１の発生させることと、
　第２のイヤースピーカにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させるために、前記
少なくとも１つのマイクロホン信号に従って、第２の適応フィルタを使用して、第２の反
雑音信号を前記少なくとも１つのマイクロホン信号から発生させる第２の発生させること
と、
　音声マイクロホン信号を発生させる近接発話マイクロホンを用いて、近接発話を測定す
ることと、
　前記第１のマイクロホン信号および前記第２のマイクロホン信号を使用して、前記音声
マイクロホン信号に関するさらなる処理を行なうことと
　を含む、方法。
（項目３２）
　前記音声マイクロホン信号と併せて前記第１のマイクロホン信号および前記第２のマイ
クロホン信号を使用して、ビームを形成することにより、前記聴取者の音声と前記周囲オ
ーディオ音とを区別をすることをさらに含む、項目３１に記載の方法。
（項目３３）
　前記第１のマイクロホン信号、前記第２のマイクロホン信号、および前記音声マイクロ
ホン信号を使用して、前記聴取者の音声が存在するときを決定することをさらに含む、項
目３１に記載の方法。
（項目３４）
　パーソナルオーディオシステムの少なくとも一部を実装するための集積回路であって、
　第１の出力信号を第１のイヤースピーカに提供するための出力であって、前記第１の出
力信号は、聴取者への再生のための第１のソースオーディオと、前記第１のイヤースピー
カの音響出力内の周囲オーディオ音の影響を打ち消すための第１の反雑音信号との両方を
含み、前記第１のイヤースピーカは、第１のマイクロホン信号を発生させるために、前記
第１のイヤースピーカの筐体上に搭載された第１のマイクロホンを含む、出力と、
　第２の出力信号を第２のイヤースピーカに提供するための出力であって、前記第２の出
力信号は、聴取者への再生のための第２のソースオーディオと、前記第２のイヤースピー
カの音響出力内の周囲オーディオ音の影響を打ち消すための第２の反雑音信号との両方を
含み、前記第２のイヤースピーカは、第２のマイクロホン信号を発生させるために、前記
第１のイヤースピーカの筐体上に搭載された第２のマイクロホンを含む、出力と、
　前記聴取者の音声を示す音声マイクロホン信号を受信するための音声マイクロホン入力
と、
　第１の適応フィルタを使用して、前記第１のマイクロホン信号に従って、前記第１の反
雑音信号を前記第１のマイクロホン信号から適応的に発生させ、前記第１のイヤースピー
カにおける前記周囲オーディオ音の存在を低減させる処理回路であって、前記処理回路は
、第２の適応フィルタを使用して、前記第２のマイクロホン信号に従って、前記第２の反
雑音信号を前記第２のマイクロホン信号から発生させ、前記第２のイヤースピーカにおけ
る前記周囲オーディオ音の存在を低減させ、前記処理回路は、前記第１のマイクロホン信
号および前記第２のマイクロホン信号をさらに使用して、前記音声マイクロホン信号に関
するさらなる処理を行なう、処理回路と
　を備えている、集積回路。
（項目３５）
　前記処理回路は、前記音声マイクロホン信号と併せて前記第１のマイクロホン信号およ
び前記第２のマイクロホン信号を使用し、ビームを形成することにより、前記聴取者の音
声と前記周囲オーディオ音とを区別をする、項目３４に記載の集積回路。
（項目３６）
　前記処理回路は、前記第１のマイクロホン信号、前記第２のマイクロホン信号、および
前記音声マイクロホン信号を使用し、前記聴取者の音声が存在するときを決定する、項目
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３４に記載の集積回路。
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